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　４－６　縦胴縁仕様　各部の規定

４　外張り断熱工法

　※モエン横張り（縦胴縁仕様）やモエン縦張り（横胴縁仕様）では、断熱材が５０㎜超え１００㎜以下の場合

　　 の施工基準も別途ご用意しております。詳しくは、ホームページ、弊社営業所またはお客さま相談室まで

　　 お問い合わせください。

１）断熱材

断熱材厚み

断熱材種類

　　　５０㎜以下（※）

　　　発泡系断熱材

　　※桁側・妻側の壁の設置箇所はそれぞれ下図の位置を標準とし､妻壁上部においては妻高２０００㎜以下

　　　 の場合は､下右図の補助桟および胴縁納めとします。妻高が２０００㎜を超える場合は､屋根ケラバに

　　　 沿って補助桟を追加してください。（「Ｐ１８８　３）胴縁④胴縁長さ」の項目をご参照ください。）

厚さ（A

補助桟

補助桟

補助桟

縦胴縁

補助桟

補助桟

補助桟

縦胴縁

桁側の壁 妻側の壁

断熱材の厚み

幅　（B）

断熱材の厚みの１．５倍以上 かつ ４５㎜以上

※胴差部など上下の胴縁を継ぐ箇所は、上記寸法をダブルとするか、

７５㎜以上（３階建ての場合は９０㎜以上）

（例） 断熱材厚２５㎜の場合 Ａ：２５㎜　Ｂ：４５㎜以上 断熱材厚５０㎜の場合 Ａ：５０㎜　Ｂ：７５㎜以上

　③寸法
　　

　④留付ビス

　　 胴縁留付ビスと同じビスを使用してください。（留付間隔は胴縁間隔以下）

　　 ※ビスについては、「Ｐ１８７　３）胴縁」の項目をご参照ください。

　　

　　

断熱材

断熱材

断熱材

１階建ての場合 ２階建ての場合

１階

１階

２階

　 ２）補助桟
　 　

①補助桟の材質

　 　　 スギ・ベイツガなど胴縁と同等の材を使用してください。

　 　②設置箇所

断熱材

断熱材

３階建ての場合

１階

２階

断熱材

３階
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　 ３）胴縁

　 　①材質・寸法

　 　　 木胴縁の厚み、樹種は次の例を参考にしてください。

　 　　 スギ材の場合は厚み１８㎜以上、ベイツガ材の場合は厚み１５㎜以上の乾燥材を使用してください。

　 　　 これら以外の胴縁下地組みについては、最寄りの弊社営業所にお問い合わせください。

　 　　 ※出隅部などに関して、胴縁幅が９０㎜では納まらない場合は、幅を大きくするなどして躯体に確実に

　 　　 　 留め付け、またモエンが確実に留め付けられるようご注意ください。

　 　②留付ビス

　 　　 シネジック株式会社製　　『パネリードⅡ　（プラス）』

　 　　 ●断熱材の厚みにより下記表の指定ビスを使用してください。

　 　③留付ビス間隔

　 　　 ●モエンの張り方向・重量（気乾）により、下記表の間隔で留め付けます。
　　

モエン

縦胴縁 断熱材

※上記ビス長さは胴縁厚が１８㎜の場合です。胴縁厚がこれを超える場合は、その分長いビスを使用してください。

補助桟

ビ
ス

留
付

間
隔

留付ビス

お問い合わせ先 シネジック株式会社　TEL ０２２（３５１）７３３０　　　　
　

＋

パネリードⅡ （プラス）

胴縁の上下端は、補助桟へ必ず留め付けてください。　

モ　エ　ン

横張り

４５５㎜以下

４５５㎜以下

２２kg/㎡以下

３×１０板のみ

注　　意

縦張り

張り方向
ビス留付間隔 該当サイディング

重量（気乾）

２６kg/㎡超え２８kg/㎡以下 ２５０㎜以下

φ６㎜×１００㎜　（Ｐ６×１００Ⅱ ）

φ６㎜×１１０㎜　（Ｐ６×１１０Ⅱ ）

φ６㎜×１２０㎜　（Ｐ６×１２０Ⅱ ）

断熱材の厚み

３０㎜以下

４０㎜以下

５０㎜以下

※ＥＸ２１㎜厚品のうち、重量が２１kg/枚の製品は３０３㎜以下で施工可能です。
※サイディングの重量は最新のカタログをご確認の上、ビスの留め付け間隔を決定してください。

２２kg/㎡超え２６kg/㎡以下 ３０３㎜以下

Ｍ・Ｗ（３×１０板）

ＥＸ（２１㎜厚品）※

Ｍ・Ｗ・Ｓ・ＣＯＯＬ（１６㎜厚品）

ＥＸ（１６・１８㎜厚品）

ＣＯＯＬ（１８㎜厚品）


